
曜日 水曜日

時限 １組   3限    /    ２組  4 限

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験
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2 小テスト　　　　     　  10点
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5 小テスト　　　　     　  10点
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7 小テスト　　　　     　  10点
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　【使用教科書・教材・参考書】

筆記用具・メイク道具一式・メイク落とし・洗顔・タオル

準備学習
時間外学習

何気なく見ているロゴやマークに興味を持ち、バランスを分析する。興味を持ったものをどうデザインへ繋げていくかを
常に考えることが大切です。

評価方法

●取組姿勢　：　定期テスト内に含む
●課　　　題　：　５０点（課題提出状況）
●習熟度　 　：　５０点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　別途規定（出席率2/3を下回る場合は単位認定はなし）に基づきます。
◇合　　　否　：　６０点以上で合格

受講生への
メッセージ

筆記用具を忘れずに持参し、授業内容は毎回必ずメモを取りましょう。　常にメモを取る事で自身の練習時に必ず役に
立ちます。

定期テスト：後半組　

ペイントメイク：課題アニマル　　練習　後半組

ペイントメイク：課題アニマル　　テスト　相モデル

ペイントメイク : 自由アニマル　練習

ペイントメイク : 自由アニマル　相モデル

特殊メイク：傷・火傷・切り傷・あざ　デモ　練習

特殊メイク :  作品　　前半組

特殊メイク : 作品 　　後半組

定期テスト準備 : 骸骨デモ　半顔相モデル練習

定期テスト準備：骸骨パーツ練習

定期テスト準備 : 相モデル

定期テスト：前半組

単位
時間

ペイントメイク：課題アニマル　　練習　前半組

教員 沖島・織田
【教員
実務経

験】

【到達目標】

▪️クライアント（モデル・お客様）の要望を汲み取ることが出来るようになる。

▪️要望に応え満足して頂けるように幅広い知識を身に付ける事ができる。

▪️時間を意識した施術が出来るようになる。

外部や校内でのイベントに対応できるように、道具の正しい使い方を学びテクニックを身につけることができるようになる。

授業計画・内容

ペイントメイク：道具の使い方　　キャラクター・ロゴ練習　相モデル

ペイントメイク：道具の使い方　　キャラクター・ロゴ　　　相モデル

15年のサロン勤務を経てフリーランスへ。ブライダル・広告・CM・撮影などに携わ
る教員が現場での即戦力となれるよう
授業を行う。数々のコンテストやショーへの経験がある為、作品作りに対する知
識と技術の基礎を習得する授業を行う。

　【授業の学習内容】

中間テスト  　　　      20点

定期テスト　　　　　５０点
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2026年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 ヘアメイクⅠ
必修
選択 必修 年次 1 開講区分 １セメスター（前期）

学科・専攻 ヘアメイク科
授業
形態

実技

1


